


赤い羽根共同募金　福祉施設配分（助成）等
申請団体の募集

▼例えばこんな困りごとが・・・▼

インタビュー
!

　日頃の活動から「本人」が元気になり「活動する人」もやりがいや馴染みの関係性から元気になりま
す。そして「地域」にも元気が広がり、市民後見人の活動からたくさんの「元気」のおすそ分けが広がっ
ています！
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倉敷市市民後見人
淺原さんに
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　臼倉さんは、看護師として長年患者さんに寄り添い、そ
の知識と経験を活かして高齢者施設の運営にも携わってい
ました。認知症ケアには、特に思い入れを持ち、認知症に
ついて幼少期から学ぶ重要性を伝えています。
　「ちょこっと亭」では「穏やかで幸せな時間を過ごして
ほしい」をコンセプトとして、茶話会をしたり、小物づく
りをしたりと心安らぐ交流の場になっています。サロンな
どの予定がない日でも、臼倉さんの自宅はいつも来客が途
切れません。
　臼倉さんは「認知症の方を地域で見守っていくためには、
認知症のことを正しく知り、関わり方を知ってもらうこと
が必要です。認知症の方が抱える不自由さを理解して、そ
の人の持つ力を引き出してあげることは、周りの人の役割
なんですよ！」と話されました。

臼倉 公子（うすくら きみこ）さん

　「カフェつぶえ」は「認知症は誰もがなる可能性がある」
という考えのもと、認知症になってもこれまで通りの暮らし
が安心して続けられるまちづくりのために、認知症について
皆で学ぶ場です。
　田中会長は「この場に来ている参加者とボランティア、専
門職の人とのつながりが抜群に良いんです。家族の話、自分
自身の話でお互いの理解が深まります。認知症について専門
職の方々が話してくれるので、不安な気持ちを取り除くこと
ができます。その後のお楽しみ会は大変盛り上がります」と
笑顔で話してくれました。

　今号から、倉敷市内で活躍している素敵な方や団体をシリーズでご紹介していきます。
　記念すべき第1弾は、玉島地区の臼倉公子さんです！臼倉さんはご自宅で実施しているチーム
オレンジ拠点「ちょこっと亭」をはじめ、地域の中で
日々様々な活躍をされています。

チームオレンジ★★★★★★★★★★★★★★★★★★
　認知症診断後の心理面・生活面の早期からの支援とし
て、地域において把握した認知症の方の悩みや家族の身
近な生活支援ニーズ等と認知症マイスターを中心とした
支援者をつなぐ仕組み。

1日の
流れ

♪♡

　粒江地区では、地区社協主催の「カフェつぶえ」が、毎月第4月曜日に粒江中洲集会
所で開催されています。毎回50人近くの方が参加されていて、粒江地区にお住まいの方
や専門職の方が来られます。

　現在、市内には55の地区社会福祉協議会（地区社協）が設置されています。
　住民や様々な組織・団体の方で構成される地区社協では、地域課題の解決のために、それぞれの地域の特性
に合わせた活動が行われています。今回は粒江地区社会福祉協議会の活動を紹介します。
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